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西
独
企
業
法
委
員
会
報
告
書
に
お
け
る

議
決
権
代
理
行
使
制
度
の
改
善
と
代
替
方
法

カ日

藤

修

第
一
節
は
じ
め
に

第
二
節
西
独
企
業
法
委
員
会
報
告
書
に
お
け
る
議
論

第
三
節
検
討
と
ま
と
め

第
一
節

tま

じ

め

西
ド
イ
ツ
の
連
邦
司
法
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
、

に
報
告
書
を
連
邦
司
法
大
臣
に
提
出
し
た
。
こ
の
報
告
書
は
、

一
九
七
二
年
に
設
置
さ
れ
た
西
独
企
業
法
委
員
会
は
、

一
九
八
O
年
四
月
に
公
刊
さ
れ
た
。
西
独
企
業
法
委
員
会
は
、
当
時
に

一
九
七
九
年
一
二
月
一
八
日

お
い
て
焦
眉
の
問
題
と
な
っ
て
い
た
企
業
に
お
け
る
共
同
決
定
の
議
論
と
は
別
に
、
会
社
法
か
ら
企
業
法
へ
の
発
展
よ
り
起
る
法
律
問

題
を
研
究
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
研
究
の
重
点
は
、
①
所
有
者
と
被
傭
者
の
権
利
を
含
め
た
企
業
の
組
織
、
②

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
法
、
③
企
業
と
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
計
算
と
開
示
の
三
項
目
に
置
か
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
私
は
、
拙
著
「
議
決
権
代
理
行
使
の
研
究
」
（
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
刊
・
慶
謄
通
信
発
売
）
の
第
八
章
「
議
決
権
代
理
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行
使
制
度
の
改
善
と
代
替
方
法
」
の
最
後
の
部
分
に
お
い
て
（
二
四
五
頁
）
、西
独
企
業
法
委
員
会
報
告
書
の
そ
れ
に
関
連
す
る
部
分
に
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つ
い
て
言
及
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
際
に
は
、
詳
細
に
論
述
し
、
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
そ
れ
を
議
決

権
代
理
行
使
論
の
脈
絡
の
中
で
試
み
よ
う
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。
西
独
企
業
法
委
員
会
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
、

す
で
に
種
々
様
々
に
紹
介
さ
れ
、
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
「
議
決
権
代
理
行
使
制
度
の
改
善
と
代
替
方
法
」
に
関
連
す
る
部
分
に
つ
い

て
は
、
私
の
知
る
限
り
、
充
分
に
紹
介
・
検
討
さ
れ
て
い
る
も
の
と
は
ま
だ
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
本
稿
に
お
い
て
そ
れ
に
従
事
す
る

」
と
が
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
る
。

（1
）
k
p
z
o
v
F
p
z
a
F
ユ
ロ
匡
含
吋
ロ
ロ
g
g
o
y
g
o
g
g
o
y
g
E
E
E
回
国
吉
田
湾
問O
g
p
u
6『
切
s
z
o
y
s∞
O
同
∞
砕
ω
m
－
z
u
・

（2
）
F
巳
宮
吋
＼
同o
g
g
o
H宮
崎
＼
木
内
・
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
企
業
法
・
会
社
法
の
動
向
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
一
九
号
一
一

O
頁
注
二
．

と
こ
ろ
で
、
こ
の
報
告
書
の
正
式
名
称
は
、
回
耳
目
。

z
s
s

島
問
。
〈2
F
P
E
H何
回
向
。
ロ
仏
s
d

ロ
g
g
o
y
g
g
国
g
n
v
S
E
E
S
富
山
富
（
直
訳
す
れ
ば
、
「
企
業
法
委

員
会
審
議
報
告
書
乙
で
あ
り
、
連
邦
司
法
省
に
よ
り
出
版
さ
れ
て
い
る
（
回
目
E
g

想
的
O
V
8
4
0
B
F
H
E
g
g宮
山
田S
E
E
民
営
吋
含
田
氏
回
）
。
な
お
、
以
下
に
お
い
て

こ
の
報
告
書
を
引
用
す
る
場
合
、
切
耳
目
口
容
と
略
称
す
る
。

（3
）
切
耳
目
白Z
－
古
川
〈2
4
『
。
ユw
m・
ω
・
な
お
、
ω
耳
目
白
宮
－m
－
芯
に
よ
れ
ば
、
西
独
企
業
法
委
員
会
は
、
企
業
に
お
け
る
共
同
決
定
に
つ
い
て
、
別
に
組
織
さ
れ
た

「
共
同
決
定
委
員
会
」
の
成
果
を
利
用
し
尽
く
す
よ
う
に
と
要
請
さ
れ
て
い
る
。

（4
）
西
独
企
業
法
委
員
会
報
告
書
に
つ
い
て
、
詳
細
に
紹
介
・
検
討
す
る
も
の
と
し
て
は
、
松
浦
・
大
規
模
企
業
と
そ
の
法
的
規
制
l
l

西
ド
イ
ツ
の
「
企
業
法
委
員

会
報
告
書
」
を
中
心
と
し
て
｜
｜
・
明
治
大
学
短
期
大
学
紀
要
二
九
号
（
一
九
八
一
年
三
月
二
O
日
）
四
五
頁
以
下
と
菅
原
・
会
社
法
か
ら
企
業
法
へ
の
発
展
l

！
西

独
企
業
法
委
員
会
報
告
書
の
紹
介
と
検
討
、
そ
の
一Il
l

－
監
査
役
一
五
O
号
（
昭
和
五
六
年
七
月
二
五
日
）
三
八
頁
以
下
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
者
は
、
大
規

模
企
業
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
そ
し
て
、
そ
の
経
済
権
力
を
い
か
に
規
制
す
べ
き
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
お
り
（
松
浦
・
前
掲
論
文
九
五

頁
）
、
「
議
決
権
代
理
行
使
制
度
の
改
善
と
代
替
方
法
」
に
関
し
て
は
、
資
本
提
供
者
委
員
会
と
の
関
連
で
「
株
主
委
員
会
」
が
論
述
さ
れ
て
い
る
（
松
浦
・
前
掲
論
文

八
二
頁
、
八
六
頁
注
八
）
の
み
で
あ
る
。
後
者
の
論
文
は
、
本
文
約
千
頁
に
及
ぶ
報
告
書
の
全
体
の
概
観
と
主
な
検
討
事
項
の
紹
介
を
そ
の
目
的
と
し
て
お
り
、
個
々

の
項
目
に
つ
い
て
の
よ
り
詳
し
い
紹
介
は
後
日
の
機
会
に
譲
る
と
し
て
い
る
（
菅
原
・
前
掲
論
文
三
八
頁
）
。
従
っ
て
、
そ
の
論
文
に
お
い
て
は
、
「
議
決
権
代
理
行
使

制
度
の
改
善
と
代
替
方
法
」
に
関
し
て
、
ま
だ
論
述
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
ほ
か
に
、
庄
子
・
ク
ン
ツ
ェ
の
企
業
お
よ
び
企
業
法
概
念
に
つ
い
て
・
監
査
役
一
五
一
号
（
昭
和
五
六
年
八
月
二
五
日
）
一
一
一
四
頁
以
下
．
庄
子
・
企
業
組
織
の

基
本
構
造
の
検
討l
l

ド
ゥ
l
デ
ン
と
ク
ン
ツ
ェ
の
見
解
を
中
心
と
し
て
｜
｜
・
監
査
役
一
五
三
号
（
昭
和
五
六
年
一

O
月
二
五
日
）
五
O
頁
以
下
、
菅
原
・
フ
ル
l
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メ
の
企
業
お
よ
び
企
業
法
概
念
に
つ
い
て
・
監
査
役
一
五
五
号
（
昭
和
五
六
年
一
二
月
二
五
日
）
四
九
頁
以
下
が
、
西
独
企
業
法
委
員
会
報
告
書
お
よ
び
そ
れ
と
強
く

関
連
す
る
点
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
菅
原
・
前
掲
監
査
役
一
五
O
号
三
八
頁
以
下
と
共
に
「
東
北
大
学
企
業
法
研
究
リ
ポ
ー
ト
」
の
一
環
を

な
す
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
な
問
題
に
対
す
る
各
論
的
な
も
の
で
は
な
く
、
い
わ
ば
、
巨
視
的
、
総
論
的
な
も
の
で
あ
る
。

前
田
・
株
主
総
会
に
お
け
る
書
面
投
票
制
度
・
代
行
リ
ポ
ー
ト
五
六
号
（
昭
和
五
六
年
五
月
一
一
日
）
七
頁
で
は
、
西
独
企
業
法
委
員
会
報
告
書
に
お
け
る
「
書
面

投
票
」
制
度
導
入
論
の
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
「
議
決
権
代
理
行
使
制
度
の
改
善
と
代
替
方
法
」
に
関
す
る
そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
は
、
論
文
主
題
と
の
関
係
も

あ
っ
て
か
論
述
さ
れ
て
い
な
い
。
木
内
・
株
主
総
代
会
と
株
主
機
能
の
回
生
・
法
学
新
報
八
八
巻
三
・
四
号
（
昭
和
五
六
年
六
月
）
六
六
頁
以
下
で
は
、
西
独
企
業
法

委
員
会
報
告
書
の
中
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
株
主
代
表
者
総
会
」
に
関
す
る
も
の
が
紹
介
・
検
討
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

た
論
文
主
題
と
の
関
係
か
ら
か
、
諸
項
目
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
み
で
ゐ
る
（
木
内
・
前
掲
論
文
六
九
頁
注
六
二
）
。
な
お
、
木
内
教
授
は
、
木
明
訳
・
西
ド

イ
ツ
に
お
け
る
企
業
法
・
会
社
法
の
動
向
・
比
較
法
雑
誌
一
四
巻
二
号
（
一
九
八
O
年
）
六
六
頁
の
「
訳
者
は
し
が
き
」
の
中
で
、
西
独
企
業
法
委
員
会
報
告
書
を
別

個
に
紹
介
す
る
旨
の
予
告
を
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
正
井
・
「
企
業
法
」
に
関
す
る
パ
ラ
シ
ュ
テ
ッ
ト
の
見
解
ー
ー
そ
の
生
涯
と
業
績
｜
｜
・
熊
本
法
学
三
一
号

（
一
九
八
一
年
一
二
月
）
二
七
六
頁
、
二
七
七
頁
注
一
九
で
も
、
西
独
企
業
法
委
員
会
報
告
書
の
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。

第
二
節

西
独
企
業
法
委
員
会
報
告
書
に
お
け
る
議
論

西
独
企
業
法
委
員
会
報
告
書
に
お
け
る
「
議
決
権
代
理
行
使
制
度
の
改
善
と
代
替
方
法
」
に
関
係
す
る
記
述
は
、
「
企
業
の
制
度
構

成
」
と
い
う
大
項
目
の
中
の
二
般
的
な
利
益
分
析
成
果
を
劃
酌
し
た
個
々
の
法
形
式
研
究
」
と
い
う
中
項
目
に
お
け
る
株
式
会
社
の

「
総
会
」
、
す
な
わ
ち
、
株
主
総
会
に
関
す
る
項
目
の
所
に
あ
る
白
色
o
y
y∞
・
ω
ミ
！
∞
・
ω
ぉ
・
ロ
・
勾
印
l

。
S
）
。
こ
の
「
総
会
」
の
項
目

で
は
、
①
株
主
総
会
が
現
行
会
社
法
上
の
自
己
資
本
醸
出
者
の
機
関
の
ま
ま
で
あ
る
べ
き
か
の
問
題
白
色
岳
ゲ
∞
・
ω
お
i
g
p
J
F
・
勾
。

ー
呂
町
）
と
、
②
株
主
総
会
に
お
け
る
株
主
の
参
与
と
そ
の
意
思
形
成
は
改
善
さ
れ
得
る
か
否
か
お
よ
び
ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
得
る
か

の
問
題
白
色
o
y
y
m・
ω
包
I
2

∞
－p
－
g
o
l
o
o
ω）
の
二
つ
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
前
者
の
①
の
問
題
は
、
被
傭
者
代
表
の
株
主
総
会

へ
の
関
与
に
つ
い
て
の
も
の
な
の
で
、
わ
が
国
の
現
行
商
法
に
お
け
る
株
主
総
会
で
の
議
決
権
代
理
行
使
の
問
題
と
は
関
連
し
な
い
。
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議
決
権
代
理
行
使
の
問
題
と
関
連
す
る
の
は
、
後
者
の
②
の
問
題
で
あ
る
。

西
独
企
業
法
委
員
会
報
告
書
は
、
こ
の
②
の
問
題
に
つ
い



て

「
現
行
法
改
正
の
必
要
性
」
と
二
「
現
行
法
改
善
の
た
め
の
諸
提
案
」
の
二
項
目
に
分
け
て
議
論
を
記
述
し
て
い
る
。
以
下
に226 

お
い
て
、
賛
否
両
論
併
記
形
式
の
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

現
行
法
改
正
の
必
要
性
信
E
o
F
m
・
ω
包
l
a
m
・
J
P－
g
o
l
m
∞
叶
）

現
状
肯
定
論
に
よ
れ
ば
、
現
行
法
は
、
秩
序
に
か
な
っ
た
株
主
総
会
運
営
の
た
め
に
必
要
な
規
制
を
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
現
行
法
は
、
法
的
に
問
題
の
な
い
形
式
で
、
株
主
に
必
要
な
決
議
を
な
さ
せ
る
と
い
う
目
的
実
現
を
確
保
し
て
お
り
、

し
か

も
、
総
会
に
出
席
し
、
あ
る
い
は
、
代
理
さ
せ
る
株
主
の
自
由
を
実
用
的
な
手
続
で
保
障
し
て
い
る
。
現
行
法
は
、
偶
然
に
左
右
さ
れ

る
多
数
決
出
現
を
防
止
し
、
株
主
が
代
理
を
欲
す
る
場
合
に
は
、
事
態
に
即
し
た
そ
れ
を
確
保
し
て
い
る
。
銀
行
な
ど
の
信
用
機
関
が

そ
の
寄
託
顧
客
の
議
決
代
理
人
と
し
て
登
場
す
る
（
寄
託
議
決
権
制
度
あ
る
い
は
銀
行
議
決
権
制
度
〉
と
い
う
点
で
、

現
行
法
は
、
理
想
的

で
ま
工
、
：
、

吋
‘
、
札
u・
4
J
I
V
4
μ

で
き
る
限
り
良
い
取
り
扱
い
を
提
供
し
て
い
る
。
寄
託
議
決
権
に
対
す
る
疑
念
は
、
主
と
し
て
、
偏
見
、
無
知
、
情
緒

か
ら
き
て
お
り
、
利
害
関
係
を
有
す
る
株
主
側
か
ら
出
て
は
い
な
い
。
実
務
に
お
い
て
基
本
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
分
別
あ
る
継
続
的
投

資
家
の
総
会
で
の
利
益
の
強
調
な
の
で
あ
る
。
そ
の
分
別
あ
る
継
続
的
投
資
家
の
利
害
は
、
通
例
、
企
業
の
そ
れ
と
一
致
す
る
。
そ
し

て
、
こ
の
利
害
は
、
ま
た
し
て
も
通
例
で
は
あ
る
が
、
会
社
役
員
側
に
よ
っ
て
総
会
で
な
さ
れ
る
提
案
の
中
で
表
明
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ

え
に
、
企
業
利
益
と
会
社
役
員
側
の
提
案
と
営
業
的
に
議
決
代
理
人
に
な
る
者
、
特
に
信
用
機
関
の
議
決
権
代
理
行
使
に
際
し
て
株
主

の
た
め
に
な
さ
れ
る
提
案
は
、
大
概
に
お
い
て
一
致
す
る
。
現
状
肯
定
論
は
、
右
の
よ
う
な
一
致
を
前
提
と
し
て
、
現
行
法
改
正
の
誘

因
は
な
い
と
解
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
現
行
法
改
正
必
要
論
に
よ
れ
ば
、
総
会
は
現
行
法
上
の
決
定
機
能
を
そ
の
ま
ま
発
揮
す
る
状
況
に
な
い
と
い
う
こ

と
が
特
に
理
由
と
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
本
来
の
決
定
は
、
す
で
に
総
会
開
催
前
に
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

た
い
て
い
の
株



主
は
、
小
株
主
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
総
会
で
何
も
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
現
行
法
改
正
必
要
論
は
解
し
て
い

る
。
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な
お
、
そ
の
ほ
か
に
、
株
主
の
参
与
権
の
展
開
形
成
は
、
将
来
に
お
い
て
、
ど
の
権
限
が
総
会
に
付
与
さ
れ
る
か
に
左
右
さ
れ
る
と

主
張
さ
れ
て
い
る
。

現
行
法
改
善
の
た
め
の
諸
提
案
（
開
。
ユoF
m
・
ω
8
1
2

∞
・
ロ
－
g
φ
l
g
s

現
行
法
を
改
善
す
る
た
め
の
諸
提
案
が
、

一
一
項
目
に
整
理
し
て
、
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
、
各
項
目
ご
と

に
紹
介
を
進
め
る
。

) -aEa 
( 

株
主
代
表
者
総
会
（
p

－
g
c
i
g
s

導
入
論
に
よ
れ
ば
、
株
主
総
会
は
、
本
来
、
企
業
の
決
定
機
関
で
あ
り
、
会
社
の
主
要
決
定
は
、
株
主
総
会
の
役
割
な
の
で
あ
る

が
、
当
今
、
株
主
は
、
企
業
の
決
定
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
の
気
持
を
持
ち
得
な
い
で
い
る
。
株
主
代
表
者
総
会
を
導
入
し
、
企
業
決

定
に
か
か
わ
る
株
主
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
さ
せ
る
手
続
を
設
定
し
、
株
主
が
、
実
際
に
も
、
そ
の
代
表
者
を
通
じ
て
発
言
の
機
会
を
得

る
こ
と
が
肝
要
な
の
で
あ
る
。
株
主
代
表
者
総
会
は
、
少
数
者
側
の
株
主
で
あ
っ
て
も
そ
の
代
表
者
を
出
せ
る
と
い
う
よ
う
に
構
成
さ

れ
得
る
の
で
あ
る
。

寄
託
議
決
権
制
度
に
お
い
て
、
（
銀
行
な
ど
の
）
信
用
機
関
は
、
こ
れ
ま
で
、
株
主
の
誠
実
な
受
託
者
と
し
て
そ
の

任
務
を
果
た
し
て
は
き
た
。

し
か
し
、
そ
の
聞
に
、
信
用
機
関
は
、
寄
託
議
決
権
に
よ
っ
て
利
得
す
る
よ
り
は
む
し
ろ
政
治
的
負
担
を

背
負
い
こ
む
こ
と
を
認
識
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
企
業
に
お
け
る
共
同
決
定
に
よ
り
、
大
銀
行
の
監
査
役
会
も
被
傭
者
側
に
半
分

を
占
め
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
よ
う
な
大
銀
行
に
対
し
て
、
株
主
は
、
議
決
権
行
使
を
多
分
任
そ
う
と
し
な
い
で
あ
ろ
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う
と
い
う
点
で
、
寄
託
議
決
権
に
影
響
の
で
る
可
能
性
が
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
、
株
主
総
会
へ
の
出
席



が
よ
り
低
い
水
準
と
な
る
こ
と
が
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
も
、
株
主
代
表
者
総
会
導
入
は
、
目
的
に
か
だ
う
も
の
な
の

で
あ
る
。
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導
入
反
対
論
に
よ
れ
ば
、
株
主
代
表
者
総
会
の
欠
点
は
、
株
主
総
会
に
自
分
で
出
席
し
、
あ
る
い
は
、
自
分
の
信
頼
す
る
者
を
代
理

人
に
立
て
る
と
い
う
株
主
の
自
由
を
制
限
す
る
こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
株
主
に
よ
り
、
株
主
代
表
者
総
会
は
、
株
主
か
ら
そ
の
力
を

奪
い
、
株
主
の
か
わ
り
に
決
定
す
る
新
し
い
会
社
機
関
と
解
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
危
倶
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
会
社
は
、
資
本
市

場
で
受
け
入
れ
ら
れ
難
く
な
り
、
企
業
の
国
際
競
争
力
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
。
外
国
か
ら
の
注
目
が
な
く
な
り
、
株
式
相
場
下
落
の

可
能
性
が
あ
る
。
株
主
代
表
者
総
会
を
め
ぐ
る
個
々
の
法
的
不
確
実
性
は
、
株
式
の
市
場
流
通
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
企
業
に
お
け
る

共
同
決
定
の
ほ
か
に
、
株
主
権
と
株
主
参
与
権
に
制
約
が
な
さ
れ
、
株
主
総
会
が
株
主
代
表
者
総
会
に
代
替
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
、
潰
滅
的
結
末
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
、
少
数
者
側
の
株
主
は
、
多
分
、

一
名
の
代
表
者
も
出
せ
な
い

か
ら
、
立
場
を
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
結
果
的
に
は
、

た
だ
大
株
主
と
銀
行
が
代
表
者
を
出
す
こ
と
に
な
る
。
但

し
、
期
待
は
で
き
な
い
が
、
す
べ
て
の
少
数
者
側
が
、
代
表
者
と
し
て
一
名
の
人
物
に
一
致
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

導
入
反
対
論
で
は
、
以
上
の
よ
う
に
解
さ
れ
て
い
る
。

(2) 

議
決
権
代
弁
者
（
ロ
－
g
ω
l
m
E
）

議
決
権
代
弁
者
と
は
、
多
数
の
株
主
が
存
在
す
る
会
社
に
お
い
て
、
欠
席
し
た
り
あ
る
い
は
代
理
人
（
例
え
ば
、
信
用
機
関
）
に
よ
り

代
理
さ
れ
な
い
大
衆
株
主
の
議
決
権
を
行
使
す
る
者
で
あ
り
、
企
業
の
規
模
に
応
じ
て
、
一
定
時
点
ま
で
に
株
券
を
供
託
し
た
株
主
に

よ
り
二
O
名
か
ら
一
O
O
名
が
選
任
さ
れ
る
（
議
決
権
代
弁
者
に
対
応
す
る
ド
イ
ツ
語
はgg
g
吋
O
O
E
Z
Sユ
2
2

吋
で
あ
り
、
素
直
に
訳
せ
ば
、

議
決
権
代
理
人
と
な
る
。
し
か
し
、
従
来
の
意
味
に
お
け
る
議
決
権
代
理
人
と
の
共
通
点
は
多
い
も
の
の
、
違
っ
た
意
味
あ
い
も
あ
る
の
で
、
あ
え
て
、

議
決
権
代
弁
者
と
訳
し
た
。
な
お
、
木
内
・
前
掲
法
学
新
報
八
八
巻
三
・
四
号
六
九
頁
注
六
こ
で
は
、
「
議
決
権
代
行
者
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
〉
。
こ
の



議
決
権
代
弁
者
は
、
総
会
に
お
い
て
、
欠
席
株
主
あ
る
い
は
代
理
さ
れ
て
い
な
い
株
主
の
議
決
権
を
自
己
の
責
任
の
も
と
で
、
そ
れ
ら

の
株
主
の
指
図
を
受
け
な
い
で
、
株
主
利
益
を
考
え
て
行
使
す
る
権
限
を
有
し
、

か
っ
、
そ
う
す
る
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
者
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で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
多
数
の
大
衆
株
主
が
総
会
に
欠
席
し
た
り
あ
る
い
は
代
理
さ
れ
な
い
こ
と
が
、
大
株
主
の
好
都
合
に
作
用
し
て

き
た
が
、
議
決
権
代
弁
者
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
総
会
の
出
席
は
一
O
O
%
と
な
り
、
大
株
主
が
多
数
を
制
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
多

く
の
議
決
権
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
今
日
で
は
、
六
O
Z
の
総
会
出
席
と
い
う
の
が
通
例
な
の
だ
が
、
そ
の
場
合
に
、
大
株
主

は
、
三
一
%
の
議
決
権
で
総
会
に
お
け
る
過
半
数
を
制
す
る
こ
と
が
で
き
、
定
款
変
更
の
た
め
に
は
、

四
五
%
で
よ
い
（
四
分
の
三
の
多

数
）
。
し
か
し
、
出
席
が
一
O
O
%
の
場
合
、
定
款
変
更
の
た
め
に
は
七
五
%
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
な
る
と
、
取
締
役
会
は
、

欠
席
し
て
い
る
か
あ
る
い
は
代
理
さ
れ
て
い
な
い
大
衆
株
主
の
議
決
権
代
弁
者
も
納
得
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
株
主
の
み
を
重
ん

ず
る
必
要
が
な
い
の
で
、
総
会
は
確
実
に
違
っ
た
推
移
を
す
る
で
あ
ろ
う
。
議
決
権
代
弁
者
は
、
同
時
に
、
信
用
機
関
に
よ
る
議
決
権

代
理
（
寄
託
議
決
権
）
に
対
し
て
釣
り
合
い
を
と
る
も
の
と
な
ろ
う
。
他
方
に
お
い
て
、
議
決
権
代
弁
者
制
度
の
も
と
に
お
い
て
、
株
主

は
、
自
分
自
身
で
総
会
に
出
席
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
信
用
機
関
に
自
分
を
代
理
さ
せ
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
点
に
お

い
て
、
株
主
代
表
者
総
会
導
入
の
場
合
と
は
相
違
し
て
、
株
主
の
自
由
は
保
持
さ
れ
て
い
る
。

議
決
権
代
弁
者
導
入
反
対
論
に
よ
れ
ば
、
現
在
、
総
会
出
席
は
、
通
例
、
議
決
権
の
八
O
%
か
ら
八
五
%
で
あ
り
、
代
理
さ
れ
な
い

株
主
は
、
ま
ず
第
一
に
、
従
業
員
を
企
業
共
同
所
有
者
に
す
る
た
め
に
企
業
所
有
者
が
従
業
員
に
与
え
た
株
式
を
有
す
る
そ
の
従
業
員

で
あ
る
。
他
は
、
特
定
の
議
事
項
目
に
つ
き
表
決
を
許
さ
れ
な
い
者
、
意
識
的
に
代
理
さ
れ
る
こ
と
を
望
ま
ぬ
者
、
自
国
法
に
よ
っ
て

他
国
の
株
主
権
を
行
使
で
き
な
い
外
国
人
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
。
次
に
‘
欠
席
し
た
り
あ
る
い
は
代
理
さ
れ
な
い
大
衆
株
主
層
の
た

め
に
、
個
々
的
に
は
複
雑
な
議
決
権
代
弁
者
選
任
手
続
を
用
意
す
る
こ
と
が
有
益
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
代
理
人
を
出
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さ
な
か
っ
た
大
衆
株
主
が
、
議
決
権
代
弁
者
選
挙
に
参
加
す
る
と
は
期
待
で
き
な
い
。
個
々
の
株
主
を
十
把
一
か
ら
げ
に
し
て
代
理
を



考
え
る
と
い
う
の
は
、
充
分
に
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
理
想
追
求
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
議
決
権
代
弁
者
が
、
株
主
の
指
図
に
左
右

さ
れ
な
い
こ
と
も
疑
問
で
あ
る
。
議
決
権
代
弁
者
と
い
う
「
強
制
さ
れ
た
代
理
人
」
が
、
諸
利
益
集
団
の
玩
具
に
な
り
、

い
き
つ
い
た
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結
果
と
し
て
、
（
議
決
権
行
使
を
取
り
扱
う
国
家
機
関
で
あ
る
）
国
家
株
式
局
登
場
の
危
倶
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
単
に
出
費
補
償
を
す

る
だ
け
で
、
適
任
の
専
門
家
を
議
決
権
代
弁
者
と
し
て
見
い
出
せ
る
か
疑
問
で
あ
る
。
議
決
権
代
弁
者
導
入
反
対
論
で
は
、
以
上
の
よ

う
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。

(3) 

株
主
委
員
会
（
ロ
－
g
m
i
s
s

株
主
委
員
会
と
は
、
株
主
総
会
が
大
き
す
ぎ
て
、
あ
ま
り
に
鈍
重
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
頻
繁
に
は
開
催
さ
れ
な
い
こ
と
に
鑑
み
、

総
会
が
開
催
さ
れ
て
い
な
い
時
に
も
株
主
の
権
利
に
配
慮
を
す
る
常
設
の
株
主
に
よ
り
組
織
さ
れ
る
機
関
で
あ
る
。
監
査
役
会
は
、
本

来
的
に
は
、
こ
の
よ
う
な
株
主
委
員
会
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
企
業
に
お
け
る
共
同
決
定
の
た
め
に
被
傭
者
監
査
役
員
が
存
在
す
る
こ

と
、
な
ら
び
に
、
他
の
機
能
が
割
り
当
て
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
監
査
役
会
は
、
そ
の
本
来
の
任
務
を
も
は
や
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
の
で
あ
る
。
株
主
総
会
そ
れ
自
身
も
、
通
例
、
会
社
役
員
側
に
よ
り
出
さ
れ
た
提
案
に
つ
き
対
案
を
示
す
と
い
う
状
況
に
な

い
。
株
主
総
会
が
、
そ
の
決
定
機
能
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
る
べ
き
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
株
主
総
会
は
、
自
分
で
組
織
し
た
委
員
会
を

通
じ
て
の
意
見
形
成
手
続
を
用
意
し
得
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
す
で
に
他
で
決
定
し
た
こ
と
が
、
そ
の

後
、
喝
采
歓
呼
で
承
認
さ
れ
る
と
い
う
不
幸
な
状
態
が
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
株
主
委
員
会
は
、
株
主
総
会
の
専
権
事
項
以
外
に
つ
い

て
、
決
定
権
能
を
有
し
得
る
。
株
主
委
員
会
導
入
論
は
、
以
上
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
株
主
委
員
会
と
監
査
役
会
は
同
じ
立
場
に
あ
る
か
ら
、
株
主
委
員
会
導
入
の
必
要
性
は
な
い
と
さ
れ
る
。
被
傭
者

側
と
出
資
者
側
の
同
権
的
共
同
決
定
方
式
が
企
業
に
導
入
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
株
主
の
た
め
に
そ
の
立
場
を
特
別
に
代
弁
す
る
も

の
が
必
要
で
あ
る
と
は
見
込
ま
れ
な
い
。
株
主
総
会
と
監
査
役
会
の
間
の
仲
介
者
と
し
て
の
株
主
委
員
会
は
、
最
後
に
は
、
株
主
総
会



を
、
外
部
に
会
社
実
態
を
示
す
機
関
に
し
て
し
ま
い
、
し
か
も
、
多
分
、
株
主
総
会
を
余
分
で
不
必
要
な
も
の
に
し
か
ね
な
い
。
な
お
、

そ
の
点
に
お
い
て
、
企
業
法
委
員
会
の
意
見
は
、
株
主
総
会
が
も
と
も
と
ま
ず
も
っ
て
公
衆
の
中
に
実
態
を
示
す
も
の
か
否
か
に
つ
き
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対
立
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
株
主
委
員
会
に
つ
い
て
は

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
と
の
関
連
で
も
議
論
さ
れ
て
い
る
（

F
ユ
o
F
m
・
8
。
l
g
y

叶
，N－
H
M一
。
印
、
l
H
N∞
同
）
。

(4) 

株
主
の
集
団
（
ロ
－
m
S
1
3

∞
）

か
な
り
昔
か
ら
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
る
株
主
の
集
団

2
5
Z
忌
話
語

g
E
m
g
向
。
乙
を
活
性
化
さ
せ
、
再
構
築
し
、
株
主
を
株
主
総

会
参
与
の
面
で
改
善
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
効
率
的
か
つ
巧
み
に
大
衆
と
共
に
活
動
す
る
自
主
独
立
の
株
主
集
団
が
、
比
較
的
大

規
模
に
設
置
さ
れ
る
な
ら
ば
、
（
議
決
権
行
使
な
ど
の
）
株
主
代
理
が
、か
な
り
の
範
囲
で
確
実
に
、
こ
の
株
主
の
集
団
に
任
さ
れ
る
こ

と
に
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
株
主
の
集
団
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
独
立
的
な
も
の
に
し
、
上
場
株
式
会
社
の
株
主
連
合
組
織
に
よ
っ
て
、

そ
の
普
及
拡
大
を
目
標
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
株
式
会
社
あ
る
い
は
株
券
寄
託
銀
行
に
よ
る
（
株
主
の
集
団
へ
の
運
営
費
）
寄
附

が
あ
り
得
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
株
主
の
集
団
は
、
信
用
機
関
を
監
督
す
る
官
庁
に
よ
り
認
可
さ
れ
、
そ
し
て
、
監
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
株
式
会
社
あ
る
い
は
株
券
寄
託
銀
行
に
、
株
主
の
集
団
の
・
申
し
出
を
株
主
に
対
し
て
教
示
す
る
よ
う
に
義
務
づ
け
る
こ
と
も

考
慮
さ
れ
る
。
株
券
の
保
管
は
、
こ
の
株
主
の
集
団
に
も
ち
ろ
ん
任
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
う
す
る
た
め
に
は
特

別
の
組
織
が
必
要
と
さ
れ
る
し
、
そ
の
上
、
株
式
の
売
買
が
、
そ
れ
に
よ
り
決
定
的
に
困
難
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

株
主
の
集
団
再
構
築
を
前
途
有
望
と
考
え
な
い
立
場
に
よ
れ
ば
、
過
去
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
努
力
は
、

た
い
て
い
の
小
株
主
が

分
担
金
支
払
を
嫌
が
る
こ
と
か
ら
、
広
汎
に
わ
た
り
挫
折
し
た
の
で
あ
る
。
も
し
、
そ
の
経
費
の
国
家
負
担
を
期
待
す
る
と
、
国
家
は

補
助
金
を
出
さ
ず
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
（
議
決
権
行
使
を
取
り
扱
う
国
家
機
関
で
あ
る
）
国
家
株
式
局
を
設
置
し
、
そ
こ
に
費
用
を
出
そ
う
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と
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
株
主
の
集
団
の
資
金
問
題
解
決
は
、
多
分
、
株
主
の
集
団
の
代
表
者
に
監
査
役
会
で
の
席
を
与
え
、
監
査
役



員
報
酬
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
な
さ
れ
得
る
。

(5) 

書
面
表
決
（
ロ
－
g
ω
）
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特
定
の
決
定
に
際
し
て
、
書
面
に
よ
る
表
決
を
許
す
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
特
に
、
株
主
に
よ
る
監
査
役
員
の
郵
便

選
任
投
票
の
場
合
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
と
並
ん
で
、
委
任
代
理
権
に
よ
る
議
決
権
行
使
が
保
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
な

お
、
こ
の
項
目
で
は
、
反
対
論
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
）

(6) 

個
別
委
任
代
理
権
（
ロ
・
。8
1
8
H

）

一
定
期
間
授
与
さ
れ
る
委
任
代
理
権
の
替
わ
り
に
、
各
国
ご
と
に
授
与
さ
れ
る
個
別
委
任
代
理
権
を
導
入
し
、
株
主
総
会
に
お
け
る

特
定
の
重
要
決
定
の
た
め
に
は
、
議
決
代
理
人
に
対
す
る
指
図
権
能
を
定
め
て
お
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
た
〈
な
お
、
西
独
株
式
法
二
一
一
五

条
二
項
第
一
段
に
よ
れ
ば
、
「
委
任
代
理
権
は
特
定
の
信
用
機
関
に
の
み
、
か
っ
長
く
と
も
一
五
月
間
の
み
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
」
と
規
定
さ

れ
て
い
る
〈
慶
醸
義
塾
大
学
商
法
研
究
会
訳
・
西
独
株
式
法
一
一
一
一
一
頁
〉
）
。

こ
の
よ
う
な
指
図
権
能
に
よ
り
、
同
時
に
、
信
用
機
関
は
往
々
自

分
の
利
益
に
従
っ
て
議
決
権
を
行
使
し
て
い
る
と
い
う
、
現
行
の
（
寄
託
議
決
権
型
の
）
議
決
権
代
理
行
使
に
対
す
る
異
議
に
論
駁
で
き

る
そ
れ
に
対
し
て
、
寄
託
議
決
権
は
、
こ
の
方
法
で
根
本
的
に
改
善
さ
れ
ず
、
阻
害
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
と
異
論
を
唱
え
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
フ
オ
ル
グ
ス
ワ
ー
ゲ
ン
私
有
化
法
に
よ
れ
ば
、
信
用
機
関
は
、
書
面
に
よ
る
指
図
を
得
て
い
る
時
に
の
み
、
議
決
権
行
使
を

許
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
規
制
は
、
信
用
機
関
に
よ
り
代
理
さ
れ
る
株
主
を
少
な
く
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。

(7) 

個
別
指
図
（
ロ
・
8
N
）

と
り
わ
け
影
響
の
多
い
決
議
（
例
え
ば
、
企
業
形
態
変
更
、
合
併
、
企
業
契
約
締
結
）
に
際
し
て
、
株
券
寄
託
顧
客
か
ら
明
示
の
指
図
を

取
り
寄
せ
る
こ
と
を
営
業
的
議
決
代
理
人
、
従
っ
て
、
特
に
信
用
機
関
に
対
し
て
義
務
づ
け
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
株
主



に
、
こ
れ
ら
決
議
の
重
要
性
を
考
慮
し
て
自
分
で
意
志
決
定
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
（
こ
の
項
目
で
も
、
反
対
論
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
）

(8) 

表
決
提
案
の
理
由
づ
け
（
4
N・
8
ω
）
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営
業
的
議
決
代
理
人
は
、
扱
い
に
く
い
事
実
お
よ
び
法
的
状
況
に
際
し
て
、
ど
の
よ
う
に
表
決
す
る
か
の
自
分
の
提
案
を
株
主
に
理

解
し
や
す
い
形
で
理
由
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
さ
れ
た
。
（
反
対
論
の
記
述
は
な
い
。
）

(9) 

議
決
代
理
人
の
積
極
的
尽
力
（
ロ
・
8
6

議
決
権
代
理
行
使
を
依
頼
さ
れ
た
信
用
機
関
か
ら
派
遣
さ
れ
た
者
が
、
株
主
総
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
頻
繁
に
議
論
に
関

与
し
、
会
社
役
員
側
の
提
案
に
反
対
す
る
雄
弁
家
に
適
切
か
つ
実
質
的
に
反
応
す
べ
き
こ
と
が
提
議
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
良
い
と

は
思
わ
れ
な
い
幾
多
の
株
主
総
会
が
、
正
常
に
戻
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
信
用
機
関
お
よ
び
そ
の
他
の
営
業
的
議
決
代
理
人

は
、
議
決
権
代
理
の
範
囲
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
範
囲
か
否
か
疑
問
の
あ
る
場
合
に
も
、
株
主
側
に
立
っ
た
態
度
を
と
る
べ
き

で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
（
反
対
論
は
－
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
）

(10) 

寄
託
議
決
権
の
制
限
（
寸
N
・
。8
1
8
0

）

寄
託
議
決
権
の
問
題
は
、
特
別
な
利
害
関
係
と
い
う
観
点
か
ら
再
考
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
が
、
委
員
の
一
部
か
ら
、
特
に
言

及
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
あ
る
銀
行
が
、
あ
る
大
百
貨
店
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
二

O
%
の
出
資
を
し
、
同
時
に
、

そ
の
主
要
債
権
者
で
あ

り
、
多
数
の
寄
託
議
決
権
を
行
使
す
る
と
い
う
場
合
、
そ
の
銀
行
に
特
別
な
利
害
関
係
が
な
い
と
い
う
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
、
そ
れ

に
疑
問
が
投
げ
掛
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
寄
託
議
決
権
行
使
を
許
さ
な
く
す
る
一
定
の
特
別
な
利
害
関
係
要
件

を
法
的
に
定
め
る
こ
と
が
、
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
銀
行
が
監
査
役
会
に
人
を
派
遣
し
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
、
小
さ
い
取

引
関
係
に
あ
る
の
み
で
は
な
い
場
合
、
そ
の
銀
行
に
は
、
そ
の
企
業
で
寄
託
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
得
る
。
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そ
れ
に
対
す
る
反
対
論
に
よ
れ
ば
、
右
の
よ
う
な
法
的
規
制
を
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
大
衆
に
公
開
さ
れ
た
大
部
分
の
株
式
会
社
に
お



い
て
、
議
決
権
代
理
行
使
が
停
頓
す
る
こ
と
に
な
る
と
主
張
さ
れ
る
。
そ
の
規
制
に
よ
り
、
目
下
の
と
こ
ろ
寄
託
議
決
権
の
集
中
し
て234 

い
る
銀
行
が
排
除
さ
れ
、
そ
れ
よ
り
さ
ら
に
小
さ
い
銀
行
の
み
が
少
量
の
議
決
権
を
行
使
で
き
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
外
に
、
銀
行

の
株
式
引
受
組
合
行
為
（
同
g
g
三
巴
m
g
岳
民
仲
）
が
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
銀
行
は
、
大
企
業
に
お
い
て
、で

き
る
限
り
大
き
な
引
き
受
け
割
当
を
得
る
こ
と
に
興
味
を
持
つ
が
、
こ
れ
ま
で
の
実
務
に
よ
れ
ば
、
銀
行
は
、
行
使
す
る
寄
託
議
決
権

に
ほ
ぼ
応
じ
て
、
株
式
引
受
権
者
に
引
き
渡
す
新
株
を
引
き
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
定
評
あ
る
実
務
が
、
寄
託
議
決
権
排
除
規

制
に
よ
っ
て
、
実
行
で
き
な
く
な
る
。

) - 

l
 

( 

寄
託
議
決
権
の
抑
止
ま
た
は
廃
止
に
際
し
て
の
株
主
参
与
権
の
確
保
（
ロ
・
8
吋
1
0
0
3

西
独
企
業
法
委
員
会
は
、
委
任
代
理
議
決
権
（
寄
託
議
決
権
）
そ
れ
自
体
の
問
題
を
個
々
的
に
は
掘
り
下
げ
な
か
っ
た
。
委
員
の
一
部

は
、
現
存
の
諸
関
係
に
お
い
て
、
現
行
寄
託
議
決
権
と
肩
を
並
べ
る
対
案
は
な
い
と
認
識
し
た
。
現
行
委
任
代
理
議
決
権
が
保
持
さ
れ

る
と
の
前
提
で
は
、
考
え
ら
れ
た
対
案
へ
の
意
見
は
、
種
々
様
々
で
あ
っ
た
（
上
記
ロ
・
m
g
j
m
呂
、
す
な
わ
ち
ω
l
ω
を
見
よ
）
。

他
方
に
お
い
て
、
企
業
法
委
員
会
は
、
現
行
委
任
代
理
議
決
権
廃
止
の
場
合
に
は
、
株
主
の
参
与
を
確
保
す
る
他
の
制
度
が
作
り
出

き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
意
見
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
廃
止
さ
れ
る
と
株
主
総
会
出
席
が
議
決
権
ベ
i
ス
で
一

O
%
な
い
し

二
O
%
に
減
少
す
る
こ
と
が
危
倶
さ
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、
株
主
総
会
の
荒
廃
に
つ
な
が
り
、
株
式
会
社
の
生
存
を
脅
か
す
も
の
と

な
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。

寄
託
議
決
権
廃
止
に
際
し
て
は
、
議
決
代
理
人
が
各
株
主
総
会
前
に
個
々
の
株
主
の
表
決
を
勧
誘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ア

メ
リ
カ
の
シ
ス
テ
ム
（
プ
ロ
キ
ジ

1

シ
ス
テ
ム
）
を
、
ド
イ
ツ
法
に
も
導
入
し
て
、
実
り
あ
る
も
の
に
す
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
プ
ロ
キ
シ
l
手
続
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
で
継
受
さ
れ
得
な
い
と
反
論
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
法
体
系
の
小

き
な
部
分
は
‘
そ
れ
自
身
で
完
結
し
た
ま
っ
た
く
別
異
の
法
体
系
に
移
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
法
で
は
、
特



に
、
企
業
に
お
け
る
共
同
決
定
の
成
果
が
劃
酌
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

西
独
企
業
法
委
員
会
報
告
書
に
お
け
る
「
議
決
権
代
理
行
使
制
度
の
改
善
と
代
替
方
法
」
に
関
係
す
る
記
述
は
以
上
の
一
一
項
目
で
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あ
る
。

第
三
節

検
討
と
ま
と
め

西
独
企
業
法
委
員
会
報
告
書
に
つ
い
て
、
西
ド
イ
ツ
の
雑
誌
論
文
で
、
そ
れ
を
直
接
の
対
象
と
し
て
、い
く
つ
か
の
紹
介
と
批
評
が

そ
れ
に
関

な
さ
れ
て
い
る
が
、
「
議
決
権
代
理
行
使
制
度
の
改
善
と
代
替
方
法
」
に
関
係
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
私
の
知
る
限
り
、

す
る
項
目
見
出
し
あ
る
い
は
文
章
番
号
（
ロ
・
）
が
言
及
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
報
告
書
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
今
こ

こ
で
問
題
と
し
て
い
る
諸
点
は
、
個
別
具
体
的
す
ぎ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
議
決
権
代
理
行
使
論
の
観
点
か
ら
今
後
論
述
の
進

め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
諸
点
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
る
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

前
節
で
紹
介
し
た
西
独
企
業
法
委
員
会
報
告
書
に
お
け
る
議
論
の
中
で
、
現
行
法
改
正
の
必
要
性
に
関
し
て
、
現
状
肯
定
論
は
、
寄

託
議
決
権
（
銀
行
議
決
権
）
制
度
に
つ
い
て
、
理
想
的
と
は
い
い
難
い
と
し
な
が
ら
も
、
他
に
そ
れ
以
上
に
良
い
も
の
は
な
か
ろ
う
と
の

考
え
を
前
面
に
出
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
現
行
法
改
正
必
要
論
は
、
そ
の
考
え
に
満
足
し
て
い
な
い
。
こ
の
両
論
の
認
識
の
相

違
が
、
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
こ
の
種
の
問
題
に
関
す
る
議
論
の
い
つ
も
の
出
発
点
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
に
関
し
て
、
比
較
的
最
近
に
お

い
て
も
、
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
欠
陥
は
、
寄
託
株
の
議
決
権
を
銀
行
が
行
使
し
う
る
点
に
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
の
銀
行
は
、
こ
の
方
が

委
任
状
勧
誘
よ
り
は
満
足
す
べ
き
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
も
っ
て
事
情
の
変
化
は
な
い
も
の
と
解
さ
れ

る
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現
行
法
改
善
の
た
め
の
諸
提
案
一
一
項
目
の
中
で
、
山
間
「
書
面
表
決
」
、
川
「
個
別
指
図
」
、ω

「
表
決
提
案
の
理
由
づ
け
」
、ω
「
議



決
代
理
人
の
積
極
的
尽
力
」
の
四
項
目
に
つ
い
て
は
、
反
対
論
の
記
述
が
な
い
点
に
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
書
面
表
決
に
つ

い
て
は
、
株
主
の
意
思
が
、
前
も
っ
て
、
議
案
に
つ
い
て
、
賛
成
、
反
対
あ
る
い
は
棄
権
と
い
う
よ
う
に
明
確
に
さ
れ
て
し
ま
う
の
236 

で
、
株
主
総
会
議
場
で
提
出
さ
れ
る
修
正
案
、
附
帯
決
議
、
そ
の
他
の
動
議
に
柔
軟
な
対
処
を
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
の
短
所
が

あ
る
。

し
か
し
、
書
面
表
決
は
、
中
間
に
議
決
代
理
人
を
介
在
さ
せ
な
い
議
決
権
行
使
制
度
で
あ
る
た
め
、
代
理
人
を
め
ぐ
っ
て
生
ず

る
困
難
な
問
題
、
例
え
ば
、
代
理
人
に
よ
る
本
人
指
図
不
服
従
の
問
題
を
回
避
で
き
る
と
い
う
長
所
も
有
す
る
。
わ
が
国
の
立
法
者

は
、
右
の
短
所
と
長
所
を
踏
ま
え
て
、
昭
和
五
六
年
改
正
商
法
に
お
い
て
、
株
主
の
書
面
に
よ
る
議
決
権
行
使
制
度
、
す
な
わ
ち
、
書

面
投
票
制
度
を
導
入
し
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
書
面
投
票
制
度
と
西
独
企
業
法
委
員
会
報
告
書
に
お
け
る
書
面
表
決
の
提
案
を
比

較
し
て
み
る
と
、
委
員
会
報
告
書
で
は
、
書
面
表
決
が
特
定
決
議
に
限
定
さ
れ
て
い
る
点
で
相
違
が
あ
る
。
わ
が
国
の
場
合
、
そ
の
よ

う
な
限
定
は
な
い
。
従
っ
て
、
将
来
に
お
い
て
、
わ
が
国
の
書
面
投
票
制
度
に
再
検
討
が
加
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
定
が
、
論

点
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

次
に
、
株
主
か
ら
の
明
示
の
個
別
指
図
取
り
寄
せ
の
義
務
づ
け
、
お
よ
び
、
議
決
代
理
人
に
よ
り
株
主
に
対
し
て
な
さ
れ
る
表
決
提

案
の
理
由
づ
け
要
請
は
、
株
主
の
立
場
に
配
慮
を
加
え
て
、
そ
れ
を
よ
り
強
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
点

に
つ
い
て
、
反
対
論
が
記
述
さ
れ
て
い
な
い
の
も
納
得
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
株
主
の
明
示
的
個
別
指
図
を
重
視
し
、
そ
の
厳
格
遵
守

を
要
求
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
法
的
基
本
状
況
は
、
代
理
的
構
成
か
ら
使
者
的
構
成
へ
と
変
化
す
る
と
も
解
さ
れ
得
る
。
そ
の
場
合
、

使
者
的
構
成
が
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
書
面
表
決
と
そ
れ
ほ
ど
相
違
し
な
い
と
主
張
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
、
西
独
企
業
法
委
員
会
報
告
書
で
は
、
議
論
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
そ
の
点
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
理
論
的
展
開
が

今
後
な
さ
れ
る
か
は
、
日
本
商
法
の
観
点
か
ら
も
非
常
に
興
味
深
い
所
で
あ
る
。
議
決
代
理
人
の
積
極
的
尽
力
に
つ
い
て
は
、
会
社
役

員
側
と
結
託
し
た
方
式
で
そ
れ
が
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
御
用
総
会
屋
の
登
場
と
同
じ
に
な
り
か
ね
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
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現
行
法
改
善
の
た
め
の
諸
提
案
に
お
け
る
川
「
株
主
代
表
者
総
会
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
前
向
き
に
評
価
す
る
見
解
が
、
わ
が
国

で
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
導
入
し
て
も
、
現
状
の
株
主
総
会
の
有
す
る
欠
陥
が
別
の
形
式
で
再
現
さ
れ
る
の
み
で
あ

り
、
労
多
く
し
て
報
わ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

ω

「
議
決
権
代
弁
者
」
に
お
い
て
は
、
欠
席
株
主
と
、
個
別
具
体
的
な
つ

な
が
り
を
持
た
な
い
独
立
の
議
決
権
行
使
者
が
企
図
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
行
使
者
は
、
株
主
か
ら
指
図
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
株
主
の

利
益
を
考
え
て
独
自
に
活
動
す
る
者
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
個
々
の
株
主
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
離
れ
た
者
を
、
株
主
全
体
の
た
め

に
議
決
権
行
使
す
る
よ
う
に
と
巧
み
に
規
制
で
き
る
も
の
か
と
い
う
点
で
危
倶
の
念
を
い
だ
か
ざ
る
を
得
な
い
。

ω

「
株
主
委
員
会
」

に
つ
い
て
は
、
根
回
し
な
い
し
は
株
主
総
会
準
備
の
組
織
と
し
て
の
意
義
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
そ
れ
を
導
入
し
て

も
、
機
構
が
複
雑
化
す
る
の
み
で
あ
り
、
ど
の
程
度
事
態
改
善
を
も
た
ら
す
か
も
定
か
で
は
な
い
。

ω

「
株
主
の
集
団
」
で
は
、
株
主

の
自
主
組
織
に
よ
る
議
決
権
行
使
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
組
織
が
、
実
際
に
形
成
さ
れ
、
活
動
を
始
め
れ
ば
、
そ
こ
に
有

意
義
な
も
の
が
見
い
出
さ
れ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
組
織
の
健
全
な
維
持
発
展
は
、
並
の
努
力
で
は
達
成

で
き
な
い
の
が
問
題
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

ω

「
議
決
権
代
弁
者
」
の
項
目
と
ω

「
株
主
の
集
団
」
の
項
目
で
、
議
決
権
行
使
を
取
り
扱

う
国
家
機
関
で
あ
る
「
国
家
株
式
局
」
登
場
に
つ
き
消
極
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
株
式
会
社
に

お
け
る
議
決
権
行
使
に
つ
い
て
、
国
家
統
制
や
国
家
管
理
を
受
け
入
れ
な
い
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
妥
当
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

制
「
個
別
委
任
代
理
権
」
と
側
「
寄
託
議
決
権
の
制
限
」
の
二
項
目
で
は
、
西
独
株
式
法
上
の
寄
託
議
決
権
型
の
議
決
権
代
理
行
使

に
特
有
な
問
題
が
関
係
し
て
い
る
。

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
商
法
二
三
九
条
四
項
に
お
い
て
、
「
：
：
：
代
理
権
ノ
授
与
ハ
総
会
毎
ニ
之

い
わ
ゆ
る
「
個
別
委
任
代
理
権
」
は
す
で
に
実
現
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
株
主
の
有

ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
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す
る
指
図
権
能
の
重
要
性
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
「
寄
託
議
決
権
の
制
限
」
と
し
て
の
特
別
な
利
害
関
係
に
基
づ
く
議
決



権
代
理
行
使
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
そ
の
制
限
の
具
体
的
範
囲
が
何
か
に
つ
き
、
わ
が
国
に
お
け
る
特
別
利
害
関
係
人
を
め
ぐ
る
議
論

と
の
関
連
で
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
。
川
「
寄
託
議
決
権
の
抑
止
ま
た
は
廃
止
に
際
し
て
の
株
主
参
与
権
の
確
保
」
に
お
い
て
は
、

ア
メ
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リ
カ
法
上
の
プ
ロ
キ
シ
ー
を
西
ド
イ
ツ
法
に
導
入
す
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
プ
ロ
キ
シ
！
に
つ
い
て
、
わ
が
国
は
、
「
上
場
株

式
の
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
に
関
す
る
規
則
」
に
よ
り
、
そ
の
導
入
を
行
な
っ
て
い
る
。
右
の
い
わ
ゆ
る
委
任
状
勧
誘
規
則
は
、

わ
が
国
に
お
い
て
、
制
度
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
し
か
し
、
書
面
投
票
制
度
の
進
展
と
共
に
、
そ
の
再
構
成
が
問
題
と
な
る
場
合
に

は
、
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
の
展
開
が
、
参
考
と
な
る
場
面
も
で
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

西
独
企
業
法
委
員
会
報
告
書
に
お
け
る
議
論
を
通
じ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
議
決
権
代
理
行
使
制
度
の
改
善
と

代
替
方
法
」
に
関
す
る
諸
見
解
を
鳥
撤
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
誰
も
が
納
得
で
き
る
決
定
的
な
完
全
有
効

手
段
の
提
示
を
受
け
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
問
題
を
地
道
に
一
歩
一
歩
努
力
し
て
解
決
す
る
以
外
に
わ
が
国
で
も
方

法
は
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
と
解
さ
れ
る
。
西
独
企
業
法
委
員
会
報
告
書
に
お
け
る
議
論
も
、
こ
の
努
力
の
一
歩
へ
の
寄
与
と
評
価
さ

れ
る
。
な
お
、
こ
の
報
告
書
に
は
、
詳
細
な
目
次
、
ゆ
き
と
ど
い
た
内
容
索
引
と
条
文
索
引
が
添
付
さ
れ
て
は
い
る
が
、
諸
見
解
の
出

典
や
関
連
資
料
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
が
示
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
報
告
書
利
用
が
さ
ら
に
容
易
と
な
り
、
報
告
書
自
体
も
今

以
上
に
価
値
あ
る
も
の
と
な
ろ
う
。
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